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（１）基本目標 
 
 
 
多文化共生社会の形成の推進により、国籍や民族などのちがいにかかわらず、・・・こうした地域づくりは、短

期間で形成できるものではなく、目指し続けるべき目標であると考えます。 
そこで、第１次プランから基本目標としている「多文化共生社会の形成による豊かで活力ある地域づくり」を

本プランでも基本目標として掲げます。 
そして、様々な推進主体と連携･協働を図りながら、「誰もが参加する地域づくり」「多文化共生意識をはぐくむ

地域づくり」「誰もが暮らしやすい地域づくり」の 3 つの地域づくりを進めることにより、国籍や民族などの異
なる人々がともに安心して生活できる、豊かで活力に満ちた魅力ある地域社会を目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）施策目標 
本プランでは、基本目標を実現するために、次の３つの施策目標を掲げます。 
「① ライフサイクルに応じた継続的な支援」によって『支援のつながり』を、「②互いに支え合う共生関係

づくり」によって『有機的なつながり』を、「③外国人県民とともに暮らす地域への支援」によって『地域とのつ
ながり』を目指します。 

Ⅰ ライフサイクルに応じた継続的な支援 

定住化・永住化に伴い、外国人県民は、乳幼児期から老年期までの人生の各ステージにおいて、日本人と同様

の課題を抱える一方で、「言葉の壁」「制度の壁」「心の壁」による外国人特有の課題もあります。そこで、各

施策を個別に考えるのではなく、ライフサイクル全般を見渡した継続的な支援の観点から、福祉、医療、教育、

防災などとの連携を視野に入れた施策を行っていきます。 

Ⅱ 互いに支え合う共生関係づくり 
⾧年定住している外国人が、日本での生活経験を生かして新たに来日してきた外国人を支えることがありま

す。また、支援される側だった外国人が、高齢化の進んだ地域では担い手になることもあるなど、これまで支え

てきた側が支えられる立場になることもあれば、逆の立場になることもあります。こうした相互関係に着目して、

外国人県民同士、外国人県民と日本人県民が、互いに支え合う共生関係づくりを行っていきます。 

（１）基本目標 
 
 
 
多文化共生社会の形成の推進により、国籍や民族などのちがいにかかわらず、・・・こうした地域づくりは、短期

間で形成できるものではなく、目指し続けるべき目標であると考えます。 
そこで、第１次プランから基本目標としている「多文化共生社会の形成による豊かで活力ある地域づくり」を本

プランでも基本目標とし、様々な推進主体との連携･協働を図りながら、国籍や民族などの異なる人々がともに安
心して生活できる、豊かで活力に満ちた魅力ある地域社会をめざします。 
（２）施策目標 

基本目標を実現するために、次の施策目標を掲げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・・・ 
（４）プランの方向性 
❖ライフサイクルに応じた継続的な支援 

外国人の定住化・永住化に伴い、各生活のステージにおいて、日本人と同様の課題が想定される一方で、「言葉

の壁」「制度の壁」「文化の壁」による外国人特有の課題があります。そこで、各施策を個別に考えるのではなく、

ライフサイクルに応じたつながりのある継続的な支援を行っていきます。その際、多文化共生分野だけでなく、福

祉分野等の他分野との連携も視野に入れていきます。 

❖相互関係に着目した共生デザインの視点 
外国人県民は支えられる側だけではなく、自分の経験等を生かして新たに来日してきた外国人を支える側になる

こともあります。高齢化の進んだ地域では担い手になることもあります。また、これまで支えてきた側が支えられ

る立場になることもあれば、逆の立場になることもあります。さらには、支える側が、支えることによって得られ

るものも大きいことから、支える側／支えられる側といった二項対立的な視点ではなく、相互関係に着目した共生

デザインの視点を持って施策を考えていきます。 

多文化共生社会の形成による豊かで活力ある地域づくり 

地域で暮らす一人ひとりが地域社会の担い手となる場づくりを進め、その能力
を十分発揮しながら活躍できる環境を整備するとともに、様々な担い手が対等
な立場で連携・協働した地域づくりを推進していきます。 

国籍や民族などのちがいにかかわらず、すべての県民の人権が尊重され、県民が
互いの文化的背景や考え方などについて相互に理解を深める機会を増やすとと
もに、日本人県民と外国人県民が地域で協力･協働し、ともに暮らしていくとい
う意識づくりを推進していきます。 

将来にわたって日本で生活していけるよう、外国人県民の自立に向けて、生活全
般にわたる支援のさらなる充実を図るなど生活環境を向上させることにより、
日本人県民も外国人県民もともに安心して生き生きと暮らせる地域づくりを推
進していきます。 
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Ⅲ 外国人県民とともに暮らす地域への支援 
外国人県民がいることが常態となっている中で、依然として、外国人に対して戸惑いのある地域があります。

こうした外国人に不慣れな地域社会に向けて、ともに暮らしていくためのアドバイスや情報提供などの支援を自

治会などへ行っていきます。また、多文化共生に対する理解があまり進んでいない中、わかりやすく多文化共生

の意義などを伝え、理解してもらえるよう働きかけを行い、県全体の意識づくりも行っていきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖外国人を受け入れている地域などへの働きかけと意識づくり 
外国人県民のいることが常態となってきている中、外国人を受け入れる地域には依然としてとまどいがあるた

め、受け入れる側に対する支援も必要です。一方で、多文化共生に対する理解があまり進んでいない中、幅広い手

法を活用するなど、わかりやすく多文化共生の意義や本県の施策の方向性・目標等を伝え、理解してもらえるよう

働きかけを行い、県全体の意識づくりを行っていきます。 
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ライフサイクルに応じた支援と各分野の連携 
子どもの教育の充実 
第二世代の活躍とまちづくり 
日本語と安定した仕事 
高齢化に対する対応 
理解促進と差別に対する対応 
情報共有と顔の見える関係 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ライフサイクルに応じた支援と各分野の連携 
子どもと高齢者 
日本語と安定した仕事 
第二世代の活躍とまちづくり 
理解促進と差別に対する対応 
情報共有と顔の見える関係 

 


